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1. はじめに 

近年，道路交通問題を解決するためのシステムとして 

ITS(Intelligent Transport System：高度道路交通システム)が

注目されている．特に安全運転支援を目的とした路車間通

信，車車間通信は ITS 技術の発達に不可欠と言われている

[1]．本稿では路車間通信で利用する，路車間通信用アンテ

ナの最適な設置箇所を，3Dレイトレース法を利用した解析ソ

フトである”RapLab”を利用して検討を行う[2]． 

2. 検討モデル 

図 1 は解析を行う道路モデルである．モデル上の赤い点

を送信アンテナ，緑の点を受信アンテナとして送信アンテナ

の位置を変更して解析をした．受信点に関しては，マルチパス

フェージングの影響を考慮し，送信

周波数760MHzの半波長20cm毎に

9点ずつ受信アンテナを配置し 9点

の平均値をその点での値とした．ま

た解析条件として RapLab 上で設

定を行う反射回数，回折回数は

それぞれ反射 2回，回折 1回とし

た．      

            図 1．検討モデル 1 

 

図 2．A点での解析結果 

まずＡ点に設置した場合の解析結果を図 2 に示す．送信

アンテナの設置高を 2.5ｍから 5ｍまで，0．5ｍずつ変化させ

て解析をしたが，それぞれあまり大きな変化は見られなかっ

た．  

 

図 3．B，C，D点での解析結果 

次に，送信アンテナを道路上の高さ 5ｍである B，C，D点

に配置した場合の解析結果を図 3に示す．結果より，45ｍ地

点で受信レベルに大きな差が見られた．理由として C 地点

では受信レベルの高いパスと同位相のパスが多く，強め合

い，D 地点では受信レベルの高いパス同士が逆位相である

ため，弱め合ったと考えられる． 

 

図 4．E点での解析結果 

次に，Ｅ点に設置した場合の解析結果を図 4 に示す． E

点でも大きな変化は見られなかったが設置高を高くすること

で受信レベルが僅かながら向上した． 

3. まとめ 

路車間通信で利用する，路車間通信用アンテナの最適な

設置箇所の検討を行った． 
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